
　
　

は
じ
め
に
─
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
大
衆
の
ア
ヘ
ン
」
で
あ
る
！

　

温
暖
化
対
策
と
し
て
、
あ
な
た
は
、
な
に
か
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
に
、
エ
コ
バ

ッ
グ
を
買
っ
た
？　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
を
買
わ
な
い
よ
う
に
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
い
て
い
る
？　

車
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
に
し
た
？

　

は
っ
き
り
言
お
う
。
そ
の
善
意
だ
け
な
ら
無
意
味
に
終
わ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
善
意
は
有
害
で

さ
え
あ
る
。

　

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
温
暖
化
対
策
を
し
て
い
る
と
思
い
込
む
こ
と
で
、
真
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
っ
と

大
胆
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
良
心
の
呵か

責し
や
くか
ら
逃
れ
、
現
実
の
危
機
か

ら
目
を
背
け
る
こ
と
を
許
す
「
免
罪
符
」
と
し
て
機
能
す
る
消
費
行
動
は
、
資
本
の
側
が
環
境
配
慮
を
装

っ
て
私
た
ち
を
欺
く
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
に
い
と
も
簡
単
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

　

で
は
、
国
連
が
掲
げ
、
各
国
政
府
も
大
企
業
も
推
進
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
な
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ら
地
球
全
体
の
環
境
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
れ
も
や
は
り
う
ま
く
い
か
な

い
。
政
府
や
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
行
動
指
針
を
い
く
つ
か
な
ぞ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
気
候
変
動
は
止
め
ら
れ

な
い
の
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ア
リ
バ
イ
作
り
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
目
下
の
危
機
か
ら
目
を
背
け
さ
せ
る

効
果
し
か
な
い
。

　

か
つ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
の
辛つ
ら

い
現
実
が
引
き
起
こ
す
苦
悩
を
和
ら
げ
る
「
宗
教
」
を
「
大

衆
の
ア
ヘ
ン
」
だ
と
批
判
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ま
さ
に
現
代
版
「
大
衆
の
ア
ヘ
ン
」
で
あ
る
。

　

ア
ヘ
ン
に
逃
げ
込
む
こ
と
な
く
、
直
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
実
は
、
私
た
ち
人
間
が
地
球
の
あ
り

方
を
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

人
類
の
経
済
活
動
が
地
球
に
与
え
た
影
響
が
あ
ま
り
に
大
き
い
た
め
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
の
パ

ウ
ル
・
ク
ル
ッ
ツ
ェ
ン
は
、
地
質
学
的
に
見
て
、
地
球
は
新
た
な
年
代
に
突
入
し
た
と
言
い
、
そ
れ
を

「
人ひ
と

新し
ん

世せ
い

」（A
nthropocene

）
と
名
付
け
た
。
人
間
た
ち
の
活
動
の
痕
跡
が
、
地
球
の
表
面
を
覆
い
つ
く

し
た
年
代
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

実
際
、
ビ
ル
、
工
場
、
道
路
、
農
地
、
ダ
ム
な
ど
が
地
表
を
埋
め
つ
く
し
、
海
洋
に
は
マ
イ
ク
ロ
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
大
量
に
浮
遊
し
て
い
る
。
人
工
物
が
地
球
を
大
き
く
変
え
て
い
る
の
だ
。
と
り
わ
け
そ
の

な
か
で
も
、
人
類
の
活
動
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
の
が
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
で
あ
る
。
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ご
存
じ
の
と
お
り
、
二
酸
化
炭
素
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
ひ
と
つ
だ
。
温
室
効
果
ガ
ス
が
地
表
か
ら
放
射

さ
れ
た
熱
を
吸
収
し
、
大
気
は
暖
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
温
室
効
果
の
お
か
げ
で
、
地
球
は
、
人
間
が
暮
ら

し
て
い
け
る
気
温
に
保
た
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
産
業
革
命
以
降
、
人
間
は
石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
大
量
に
使
用
し
、
膨
大
な
二

酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
産
業
革
命
以
前
に
は
二
八
〇
ｐ
ｐ
ｍ
で
あ
っ
た
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素
濃
度
が
、
つ
い
に
二
〇
一
六
年
に
は
、
南
極
で
も
四
〇
〇
ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は

四
〇
〇
万
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
値
は
、
今
こ
の
瞬
間
も
増
え
続
け
て
い
る
。

　

四
〇
〇
万
年
前
の
「
鮮
新
世
」
の
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
も
二
〜
三
℃
高
く
、
南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
の
氷
床
は
融
解
し
て
お
り
、
海
面
は
最
低
で
も
六
ｍ
高
か
っ
た
と
い
う
。
な
か
に
は
一
〇
～
二
〇
ｍ
ほ

ど
高
か
っ
た
と
す
る
研
究
も
あ
る
。

「
人
新
世
」
の
気
候
変
動
も
、
当
時
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
地
球
環
境
を
近
づ
け
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

人
類
が
築
い
て
き
た
文
明
が
、
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

近
代
化
に
よ
る
経
済
成
長
は
、
豊
か
な
生
活
を
約
束
し
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
人
新
世
」

の
環
境
危
機
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
ま
さ
に
経
済
成
長
が
、
人
類

の
繁
栄
の
基
盤
を
切
り
崩
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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気
候
変
動
が
急
激
に
進
ん
で
も
、
超
富
裕
層
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
放ほ
う

埒ら
つ

な
生
活
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
庶
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
を
失
い
、
ど
う

生
き
延
び
る
の
か
を
必
死
で
探
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、
政
治
家
や
専
門
家
だ
け
に
危
機
対
応
を
任
せ
て
い
て
は
な
ら

な
い
。「
人
任
せ
」
で
は
、
超
富
裕
層
が
優
遇
さ
れ
る
だ
け
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
よ
り
良
い
未
来
を
選
択
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
声
を
上
げ
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
た
だ
闇
雲
に
声
を
上
げ
る
だ
け
で
は
貴
重
な
時
間
を
浪
費
し
て
し
ま

う
。
正
し
い
方
向
を
目
指
す
の
が
肝
腎
と
な
る
。

　

こ
の
正
し
い
方
向
を
突
き
止
め
る
た
め
に
は
、
気
候
危
機
の
原
因
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
原
因
の
鍵
を
握
る
の
が
、
資
本
主
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
大
き

く
増
え
始
め
た
の
は
、
産
業
革
命
以
降
、
つ
ま
り
資
本
主
義
が
本
格
的
に
始
動
し
て
以
来
の
こ
と
だ
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
、
資
本
に
つ
い
て
考
え
抜
い
た
思
想
家
が
い
た
。
そ
う
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク

ス
で
あ
る
。

　

本
書
は
そ
の
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
を
折
々
に
参
照
し
な
が
ら
、「
人
新
世
」
に
お
け
る
資
本
と
社

会
と
自
然
の
絡
み
合
い
を
分
析
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
焼
き
直
し
を
す
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る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
一
五
〇
年
ほ
ど
眠
っ
て
い
た
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の
ま
っ
た
く
新
し
い
面
を
「
発

掘
」
し
、
展
開
す
る
つ
も
り
だ
。

　

こ
の
「
人
新
世
の
『
資
本
論
』」
は
、
気
候
危
機
の
時
代
に
、
よ
り
良
い
社
会
を
作
り
出
す
た
め
の
想

像
力
を
解
放
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
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第
一
章　

気
候
変
動
と
帝
国
的
生
活
様
式 �

 

15

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
の
罪
／
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
／
日
本
の
被
害
予
測
／
大
加
速
時
代

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
繰
り
返
さ
れ
る
人
災
／
犠
牲
に
基
づ
く
帝
国
的
生
活
様
式

犠
牲
を
不
可
視
化
す
る
外
部
化
社
会
／
労
働
者
も
地
球
環
境
も
搾
取
の
対
象
／
外
部
化
さ
れ
る
環
境
負
荷

加
害
者
意
識
の
否
認
と
先
延
ば
し
の
報
い
／「
オ
ラ
ン
ダ
の
誤
謬
」
─
先
進
国
は
地
球
に
優
し
い
？

外
部
を
使
い
つ
く
し
た
「
人
新
世
」／
冷
戦
終
結
以
降
の
時
間
の
無
駄
遣
い
／
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
環
境
危
機
の
予
言

技
術
的
転
嫁
─
生
態
系
の
撹
乱

空
間
的
転
嫁
─
外
部
化
と
生
態
学
的
帝
国
主
義

時
間
的
転
嫁
─
「
大
洪
水
よ
、
我
が
亡
き
後
に
来
た
れ
！
」

周
辺
部
の
二
重
の
負
担
／
資
本
主
義
よ
り
も
前
に
地
球
が
な
く
な
る
／
可
視
化
さ
れ
る
危
機
／
大
分
岐
の
時
代
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第
二
章　

気
候
ケ
イ
ン
ズ
主
義
の
限
界 �

 

57

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
い
う
希
望
？
／「
緑
の
経
済
成
長
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

─
無
限
の
成
長
は
可
能
な
の
か
？
／
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

成
長
し
な
が
ら
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
で
き
る
の
か
／
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
は
な
に
か

絶
対
量
で
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
必
要
性
／
経
済
成
長
の
罠
／
生
産
性
の
罠

デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
幻
想
／
起
き
て
い
る
の
は
リ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
─
効
率
化
が
環
境
負
荷
を
増
や
す
／
市
場
の
力
で
は
気
候
変
動
は
止
め
ら
れ
な
い

富
裕
層
が
排
出
す
る
大
量
の
二
酸
化
炭
素
／
電
気
自
動
車
の
「
本
当
の
コ
ス
ト
」

「
人
新
世
」
の
生
態
学
的
帝
国
主
義
／
技
術
楽
観
論
で
は
解
決
し
な
い

大
気
中
か
ら
二
酸
化
炭
素
を
除
去
す
る
新
技
術
？
／
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
「
知
的
お
遊
び
」

「
絶
滅
へ
の
道
は
、
善
意
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
」／
脱
物
質
化
社
会
と
い
う
神
話

気
候
変
動
は
止
め
ら
れ
な
い
の
か
／
脱
成
長
と
い
う
選
択
肢

第
三
章　

資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
で
の
脱
成
長
を
撃
つ �

 

101

経
済
成
長
か
ら
脱
成
長
へ
／
ド
ー
ナ
ツ
経
済
─
社
会
的
な
土
台
と
環
境
的
な
上
限
／
不
公
正
の
是
正
に
必
要
な
も
の

経
済
成
長
と
幸
福
度
に
相
関
関
係
は
存
在
す
る
の
か
／
公
正
な
資
源
配
分
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
公
正
さ
を
実
現
で
き
な
い
資
本
主
義
／
四
つ
の
未
来
の
選
択
肢

な
ぜ
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
脱
成
長
で
き
な
い
の
か
／
な
ぜ
貧
し
さ
は
続
く
の
か
／
日
本
の
特
殊
事
情

集
英
社
新
書
9
月
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資
本
主
義
を
批
判
す
る
Ｚ
世
代
／
取
り
残
さ
れ
る
日
本
の
政
治
／
旧
世
代
の
脱
成
長
論
の
限
界

日
本
の
楽
観
的
脱
成
長
論
／
新
し
い
脱
成
長
論
の
出
発
点
／「
脱
成
長
資
本
主
義
」
は
存
在
し
え
な
い

「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
は
脱
成
長
な
の
か
？
／「
脱
成
長
」
の
意
味
を
問
い
直
す

自
由
、
平
等
で
公
正
な
脱
成
長
論
を
！
／「
人
新
世
」
に
甦
る
マ
ル
ク
ス

第
四
章　
「
人
新
世
」
の
マ
ル
ク
ス �
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マ
ル
ク
ス
の
復
権
／〈
コ
モ
ン
〉
と
い
う
第
三
の
道

地
球
を
〈
コ
モ
ン
〉
と
し
て
管
理
す
る
／
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
は
〈
コ
モ
ン
〉
を
再
建
す
る

社
会
保
障
を
生
み
出
し
た
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
／
新
た
な
全
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ

生
産
力
至
上
主
義
者
と
し
て
の
若
き
マ
ル
ク
ス
／
未
完
の
『
資
本
論
』
と
晩
期
マ
ル
ク
ス
の
大
転
換

進
歩
史
観
の
特
徴
─
生
産
力
至
上
主
義
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義

生
産
力
至
上
主
義
の
問
題
点
／
物
質
代
謝
論
の
誕
生
─
『
資
本
論
』
で
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
理
論
的
転
換

資
本
主
義
が
引
き
起
こ
す
物
質
代
謝
の
撹
乱
／
修
復
不
可
能
な
亀
裂

『
資
本
論
』
以
降
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
研
究
の
深
化
／
生
産
力
至
上
主
義
か
ら
の
完
全
な
決
別

持
続
可
能
な
経
済
発
展
を
目
指
す
「
エ
コ
社
会
主
義
」
へ
／
進
歩
史
観
の
揺
ら
ぎ

『
資
本
論
』
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
／
サ
イ
ー
ド
に
よ
る
批
判
─
若
き
マ
ル
ク
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

非
西
欧
・
前
資
本
主
義
社
会
へ
の
ま
な
ざ
し
／「
ザ
ス
ー
リ
チ
宛
の
手
紙
」
─
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
か
ら
の
決
別

『
共
産
党
宣
言
』
ロ
シ
ア
語
版
と
い
う
証
拠
／
マ
ル
ク
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
変
貌
し
た
？

な
ぜ
『
資
本
論
』
の
執
筆
は
遅
れ
た
の
か
／
崩
壊
し
た
文
明
と
生
き
残
っ
た
共
同
体
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共
同
体
の
な
か
の
平
等
主
義
に
出
会
う
／
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
基
礎
─
「
持
続
可
能
性
」
と
「
社
会
的
平
等
」

「
ザ
ス
ー
リ
チ
宛
の
手
紙
」
再
考
─
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
視
点
で
／
資
本
主
義
と
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
闘
争

「
新
し
い
合
理
性
」
─
大
地
の
持
続
可
能
な
管
理
の
た
め
に

真
の
理
論
的
大
転
換
─
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
変
化

脱
成
長
へ
向
か
う
マ
ル
ク
ス
／「
脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
到
達
点

脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
い
う
新
た
な
武
器
／『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
の
新
し
い
読
み
方

マ
ル
ク
ス
の
遺
言
を
引
き
受
け
る

第
五
章　

加
速
主
義
と
い
う
現
実
逃
避 �

 

205

「
人
新
世
」
の
資
本
論
に
向
け
て
／
加
速
主
義
と
は
な
に
か
／
開
き
直
り
の
エ
コ
近
代
主
義

「
素
朴
政
治
」
な
の
は
ど
ち
ら
だ
？
／
政
治
主
義
の
代
償
─
選
挙
に
行
け
ば
社
会
は
変
わ
る
？

市
民
議
会
に
よ
る
民
主
主
義
の
刷
新
／
資
本
の
「
包
摂
」
に
よ
っ
て
無
力
に
な
る
私
た
ち

資
本
に
よ
る
包
摂
か
ら
専
制
へ
／
技
術
と
権
力
／
ア
ン
ド
レ
・
ゴ
ル
ツ
の
技
術
論

グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
機
に
「
閉
鎖
的
技
術
」
は
不
適
切
／
技
術
が
奪
う
想
像
力
／
別
の
潤
沢
さ
を
考
え
る

第
六
章　

欠
乏
の
資
本
主
義
、
潤
沢
な
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム �
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欠
乏
を
生
ん
で
い
る
の
は
資
本
主
義
／「
本
源
的
蓄
積
」
が
人
工
的
希
少
性
を
増
大
さ
せ
る

コ
モ
ン
ズ
の
解
体
が
資
本
主
義
を
離
陸
さ
せ
た
／
水
力
と
い
う
〈
コ
モ
ン
〉
か
ら
独
占
的
な
化
石
資
本
へ

集
英
社
新
書
9
月
刊　
人
新
世
の
「
資
本
論
」
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コ
モ
ン
ズ
は
潤
沢
で
あ
っ
た
／
私
財
が
公
富
を
減
ら
し
て
い
く
／「
価
値
」
と
「
使
用
価
値
」
の
対
立

「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」
で
は
な
く
「
商
品
の
悲
劇
」／
新
自
由
主
義
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
／
希
少
性
と
惨
事
便
乗
型
資
本
主
義

現
代
の
労
働
者
は
奴
隷
と
同
じ
／
負
債
と
い
う
権
力
／
ブ
ラ
ン
ド
化
と
広
告
が
生
む
相
対
的
希
少
性

〈
コ
モ
ン
〉
を
取
り
戻
す
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
／〈
コ
モ
ン
〉
の
「〈
市
民
〉
営
化
」

ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
ー
プ
─
生
産
手
段
を
〈
コ
モ
ン
〉
に
／
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
ー
プ
に
よ
る
経
済
の
民
主
化

Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
は
異
な
る
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
潤
沢
さ
」／
脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
作
る
豊
潤
な
経
済

良
い
自
由
と
悪
い
自
由
／
自
然
科
学
が
教
え
て
く
れ
な
い
こ
と
／
未
来
の
た
め
の
自
己
抑
制

第
七
章　

脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
世
界
を
救
う �
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コ
ロ
ナ
禍
も
「
人
新
世
」
の
産
物
／
国
家
が
犠
牲
に
す
る
民
主
主
義
／
商
品
化
に
よ
っ
て
進
む
国
家
へ
の
依
存

国
家
が
機
能
不
全
に
陥
る
と
き
／「
価
値
」
と
「
使
用
価
値
」
の
優
先
順
位

「
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
か
、
野
蛮
か
」／
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
が
社
会
主
義
に
「
転
向
」
し
た

自
治
管
理
・
共
同
管
理
の
重
要
性
／
物
質
代
謝
の
亀
裂
を
修
復
す
る
た
め
に

労
働
・
生
産
の
場
か
ら
変
革
は
始
ま
る
／
デ
ト
ロ
イ
ト
に
蒔
か
れ
た
小
さ
な
種

社
会
運
動
に
よ
る
「
帝
国
的
生
産

0

0

様
式
」
の
超
克
／
人
新
世
の
「
資
本
論
」

脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
柱
①
─
使
用
価
値
経
済
へ
の
転
換

脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
柱
②
─
労
働
時
間
の
短
縮

脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
柱
③
─
画
一
的
な
分
業
の
廃
止

脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
柱
④
─
生
産
過
程
の
民
主
化
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脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
柱
⑤
─
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
重
視

ブ
ル
シ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ブ
vs.
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
／
ケ
ア
階
級
の
叛
逆
／
自
治
管
理
の
実
践

脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
物
質
代
謝
の
亀
裂
を
修
復
す
る
／
ブ
エ
ン
・
ビ
ビ
ー
ル
（
良
く
生
き
る
）

第
八
章　

気
候
正
義
と
い
う
「
梃
子
」�
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マ
ル
ク
ス
の
「
レ
ン
ズ
」
で
読
み
解
く
実
践
／
自
然
回
帰
で
は
な
く
、
新
し
い
合
理
性
を

恐
れ
知
ら
ず
の
都
市
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
気
候
非
常
事
態
宣
言
／
社
会
運
動
が
生
ん
だ
地
域
政
党

気
候
変
動
対
策
が
生
む
横
の
連
帯
／
協
同
組
合
に
よ
る
参
加
型
社
会
／
気
候
正
義
に
か
な
う
経
済
モ
デ
ル
へ

ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
─
国
境
を
越
え
る
自
治
体
主
義
／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
か
ら
学
ぶ
／
新
し
い
啓
蒙
主
義
の
無
力
さ

食
料
主
権
を
取
り
戻
す
／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
か
ら
世
界
へ
／
帝
国
的
生
産
様
式
に
挑
む

気
候
正
義
と
い
う
「
梃
子
」／
脱
成
長
を
狙
う
バ
ル
セ
ロ
ナ

従
来
の
左
派
の
問
題
点
／「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
潤
沢
さ
」
の
た
め
に

時
間
稼
ぎ
の
政
治
か
ら
の
決
別
／
経
済
、
政
治
、
環
境
の
三
位
一
体
の
刷
新
を
／
持
続
可
能
で
公
正
な
社
会
へ
の
跳
躍

お
わ
り
に
─
歴
史
を
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に �
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第
一
章　

気
候
変
動
と
帝
国
的
生
活
様
式

集
英
社
新
書
9
月
刊　
人
新
世
の
「
資
本
論
」
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２
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３
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４
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▼
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
の
罪

　

二
〇
一
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の

専
門
分
野
は
、
気
候
変
動
の
経
済
学
で
あ
る
。
そ
ん
な
人
物
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
気
候
危

機
に
直
面
す
る
現
代
社
会
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
一
部
の

環
境
運
動
家
た
ち
か
ら
は
、
授
賞
の
決
定
に
対
し
て
、
厳
し
い
批
判
の
声
が
上
が
っ
た
の
だ1

。
ど
う
し
て

だ
ろ
う
か
。

　

批
判
の
俎そ

上じ
よ
うに
の
せ
ら
れ
た
の
は
、
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
が
一
九
九
一
年
に
発
表
し
た
論
文
で
あ
っ
た
。
こ

の
論
文
は
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
も
た
ら
し
た
一
連
の
研
究
の
端
緒
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る2

。

　

一
九
九
一
年
と
い
え
ば
、
折
し
も
冷
戦
終
結
直
後
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

激
増
さ
せ
る
前
夜
だ
っ
た
。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は
い
ち
早
く
、
気
候
変
動
の
問
題
を
経
済
学
に
取
り
込
ん
だ
。

そ
し
て
、
経
済
学
者
ら
し
く
、
炭
素
税
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
最
適
な
二
酸
化
炭
素
削
減
率
を
決

め
る
た
め
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
問
題
は
そ
こ
で
引
き
出
さ
れ
た
最
適
解
だ
。
あ
ま
り
に
も
高
い
削
減
目
標
を
設
定
す
れ
ば
、
経

済
成
長
を
阻
害
し
て
し
ま
う
、
だ
か
ら
、
重
要
な
の
は
「
バ
ラ
ン
ス
」
だ
、
と
彼
は
言
う3

。
と
こ
ろ
が
、
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ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
が
設
定
し
た
「
バ
ラ
ン
ス
」
は
、
経
済
成
長
の
側
に
あ
ま
り
に
も
傾
き
す
ぎ
て
い
た
の
だ
。

　

ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
気
候
変
動
を
心
配
し
す
ぎ
る
よ
り
も
今
の
ま
ま
の
経
済
成
長

を
続
け
た
方
が
良
い
。
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、
世
界
は
豊
か
に
な
り
、
豊
か
さ
は
新
し
い
技
術
を
生
む
。

だ
か
ら
、
経
済
成
長
を
続
け
た
方
が
、
将
来
世
代
は
よ
り
高
度
な
技
術
を
用
い
て
、
気
候
変
動
に
対
処
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
経
済
成
長
と
新
技
術
が
あ
れ
ば
、
現
在
と
同
じ
水
準
の
自
然
環
境
を
将
来
世
代
の
た

め
に
残
し
て
お
く
必
要
は
な
い
、
と
彼
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
彼
の
提
唱
し
た
二
酸
化
炭
素
削
減
率
で
は
、
地
球
の
平
均
気
温
は
、
二
一
〇
〇
年
ま
で
に

な
ん
と
三
・
五
℃
も
上
が
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
実
質
的
に
な
に
も
気
候
変
動
対
策
を
し
な
い
こ
と
が
、

経
済
学
に
と
っ
て
の
最
適
解
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
二
〇
一
六
年
に
発
効
し
た
パ
リ
協
定
が
目
指
し
て
い
る
の
は
二
一
〇
〇
年
ま
で
の
気
温
上

昇
を
産
業
革
命
以
前
と
比
較
し
て
、
二
℃
未
満
（
可
能
で
あ
れ
ば
、
一
・
五
℃
未
満
）
に
抑
え
込
む
こ
と
で

あ
る
。

　

だ
が
、
い
ま
や
、
そ
の
二
℃
目
標
で
さ
え
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
多
く
の
科
学
者
た
ち
が
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル
で
は
、
三
・
五
℃
も
上
昇
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
三
・
五
℃
も
の
気
温
上
昇
が
起
き
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
途
上
国
を
中
心
に
壊
滅
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社
新
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9
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的
な
被
害
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
世
界
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
に
対
す
る
彼
ら
の
寄
与

は
小
さ
い
。
む
ろ
ん
、
農
業
も
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
農
業
が
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
割
合
は
、「
わ
ず
か
」
四
％
で
あ
る
。
わ
ず
か
四
％
な
ら
ば
、
い
い
で
は
な
い
か
。
ア
フ
リ
カ

や
ア
ジ
ア
の
人
々
に
被
害
が
及
ぼ
う
と
も
─
。
こ
う
し
た
発
想
が
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
研

究
の
内
実
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
環
境
経
済
学
に
お
け
る
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
影
響
力
は

と
て
つ
も
な
く
大
き
い
。
環
境
経
済
学
が
強
調
す
る
の
は
、
自
然
の
限
界
で
あ
り
、
資
源
の
希
少
性
だ
。

希
少
性
や
限
界
の
も
と
で
最
適
な
配
分
を
計
算
す
る
の
は
、
経
済
学
の
得
意
分
野
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

こ
か
ら
出
て
く
る
最
適
解
は
、
自
然
に
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
の
解
決
策
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

だ
か
ら
、
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
解
決
策
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
。
国
際
機
関
な
ど
で
、
経
済
学
者
た

ち
が
自
ら
の
存
在
感
を
示
す
た
め
の
戦
略
と
し
て
は
、
間
違
い
な
く
有
効
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
代
償
と

し
て
、
ほ
と
ん
ど
な
に
も
し
な
い
の
に
等
し
い
、
ノ
ロ
ノ
ロ
と
し
た
気
候
変
動
対
策
が
正
当
化
さ
れ
て
し

ま
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
型
の
思
考
は
、
パ
リ
協
定
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
先
ほ
ど
、
パ
リ
協
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定
は
気
温
上
昇
を
二
℃
未
満
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
言
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
口
先
の
約
束

に
す
ぎ
な
い
。
実
際
に
は
各
国
が
パ
リ
協
定
を
守
っ
た
と
し
て
も
、
気
温
は
三
・
三
℃
上
昇
す
る
と
い
う

指
摘
も
あ
る4

。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル
の
示
す
数
字
と
の
近
さ
を
見
て
ほ
し
い
。
や
は
り
、
各
国
の
政

府
も
経
済
成
長
を
最
優
先
に
し
て
問
題
を
先
送
り
に
し
て
い
る
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
よ
う
な
対
策
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

裏
で
、
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
毎
年
増
え
続
け
て
い
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
問
題
の
本
質
は

う
や
む
や
に
さ
れ
、「
人
新
世
」
の
気
候
危
機
は
深
ま
っ
て
い
く
。

▼
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン

　

こ
こ
で
、
ひ
と
つ
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
気
候
危
機
は
、
二
〇
五
〇
年
あ
た
り

か
ら
お
も
む
ろ
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
危
機
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。

　

事
実
、
か
つ
て
な
ら
ば
「
一
〇
〇
年
に
一
度
」
と
呼
ば
れ
た
類
い
の
異
常
気
象
が
毎
年
、
世
界
各
地
で

起
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
急
激
で
不
可
逆
な
変
化
が
起
き
て
、
以
前
の
状
態
に
戻
れ
な
く
な
る
地
点

（
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
）
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
六
月
に
シ
ベ
リ
ア
で
気
温
が
三
八
℃
に
達
し
た
。
こ
れ
は
北
極
圏
で
史
上
最
高
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気
温
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
永
久
凍
土
が
融
解
す
れ
ば
、
大
量
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
、
気
候

変
動
は
さ
ら
に
進
行
す
る
。
そ
の
う
え
水
銀
が
流
出
し
た
り
、
炭た
ん

疽そ

菌き
ん

の
よ
う
な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
解

き
放
た
れ
た
り
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
そ
し
て
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
は
行
き
場
を
失
う
。

　

危
機
は
複
合
的
に
深
ま
っ
て
い
く
の
だ
。
そ
し
て
、「
時
限
爆
弾
」
に
点
火
し
て
し
ま
え
ば
、
ド
ミ
ノ

倒
し
の
よ
う
に
、
危
機
は
連
鎖
反
応
を
引
き
起
こ
す
。
そ
れ
は
も
は
や
人
間
の
手
に
は
負
え
な
い
も
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
こ
の
破
局
を
避
け
る
た
め
に
、
二
一
〇
〇
年
ま
で
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
前
の
気

温
と
比
較
し
て
一
・
五
℃
未
満
に
抑
え
込
む
こ
と
を
科
学
者
た
ち
は
求
め
て
い
る
。

　

す
で
に
一
℃
の
上
昇
が
生
じ
て
い
る
な
か
で
、
一
・
五
℃
未
満
に
抑
え
込
む
た
め
に
は
、
今
す
ぐ
行
動

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
ほ
ぼ
半
減
さ
せ
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
純
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
も
し
現
在
の
排
出
ペ
ー
ス
を
続
け
る
な
ら
、
二
〇
三
〇
年
に
は
気
温
上
昇
一
・
五
℃
の

ラ
イ
ン
を
超
え
て
し
ま
い
、
二
一
〇
〇
年
に
は
四
℃
以
上
の
気
温
上
昇
が
起
こ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
（
図
１
）。

▼
日
本
の
被
害
予
測
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図１　対応策別・地球温暖化の進行予測

Climate Action Tracker, “2100 Warming Projections”（2018年版）をもとに作成

２１００年までの
気温上昇の予測

現状放置
4.1～4.8℃
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こ
の
よ
う
な
急
激
な
気
温
上
昇
が
続
け
ば
、
日
本

も
無
傷
で
い
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。
二
℃
の
上
昇
で

あ
っ
て
も
、
サ
ン
ゴ
は
死
滅
し
、
漁
業
に
も
大
き
な

被
害
が
出
る
。
夏
の
熱
波
で
、
農
作
物
の
収
穫
に
も

大
き
な
影
響
が
出
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
毎
夏
、
各
地

に
傷
痕
を
残
す
台
風
の
巨
大
化
は
一
層
進
む
。

　

豪
雨
の
被
害
も
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。
二
〇
一
八

年
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
被
害
総
額
は
一
兆
二
〇
〇

〇
億
円
に
も
の
ぼ
る
が
、
こ
の
規
模
の
豪
雨
は
す
で

に
毎
年
起
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
確
率
は

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
南
極
な
ど
の
氷
床
の
融
解
に
よ
っ
て
起
き

る
海
面
上
昇
は
、
こ
の
島
国
に
も
深
刻
な
危
機
を
も

た
ら
す
。
気
温
上
昇
が
四
℃
ま
で
進
め
ば
、
当
然
、

被
害
は
壊
滅
的
な
も
の
に
な
り
、
東
京
の
江
東
区
、
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図２　四℃の気温上昇によって冠⽔する⾸都圏

出典：Surging Seas, Sea Level Rise Analysis by CLIMATE CENTRAL

墨
田
区
、
江
戸
川
区
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
高
潮
に

よ
っ
て
多
く
の
場
所
が
冠
水
す
る
よ
う
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
大
阪
で
も
、
淀
川
流
域
の

広
範
囲
の
部
分
が
冠
水
す
る
だ
ろ
う
。
沿
岸
部
を
中

心
に
日
本
全
土
の
一
〇
〇
〇
万
人
に
影
響
が
出
る
と

い
う
予
測
も
あ
る5

。

　

世
界
規
模
で
見
れ
ば
、
億
単
位
の
人
々
が
現
在
の

居
住
地
か
ら
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
人
類
が
必
要
と
す
る
食
料
供
給
は
不
可
能

に
な
る
。
経
済
的
損
失
も
莫ば
く

大だ
い

で
、
年
間
二
七
兆
ド

ル
に
な
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。
こ
う
し
た
被
害
が

恒
常
的
に
続
く
の
だ
。

▼
大
加
速
時
代

　

も
ち
ろ
ん
、
気
候
変
動
に
は
、
日
本
人
に
も
大
き
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図３　国別・⼆酸化炭素排出量の割合（2017年）

日本エネルギー経済研究所計量分析ユニット編『EDMC/エネルギー・経済統計要覧（2020年
版）』（省エネルギーセンター、2020年）をもとに作成

中国
28.2%

アメリカ
14.5%

インド
6.6%

ロシア
4.7%

日本
3.4%

その他
42.6%

な
責
任
が
あ
る
。
日
本
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
世

界
で
五
番
目
に
多
い
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
日
本
を
含

め
た
排
出
量
上
位
の
五
ヶ
国
だ
け
で
、
世
界
全
体
の

六
〇
％
近
く
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
（
図
３
）。

　

気
候
変
動
が
将
来
の
世
代
に
与
え
る
影
響
の
大
き

さ
を
考
え
れ
ば
、
私
た
ち
現
役
世
代
が
無
関
心
で
い

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
今
こ
そ
、「
大
き
な
変
化
」

を
は
っ
き
り
と
求
め
、
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
本
書
が
最
終
的
に
掲
げ
た
い
「
大
き
な
変

化
」
と
は
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
挑
む

こ
と
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
非
現
実
的
に
見
え
る
要
求
を

先
走
っ
て
掲
げ
る
前
に
、
ま
ず
は
気
候
変
動
と
い
う

形
で
顕
在
化
し
て
い
る
環
境
危
機
の
原
因
に
つ
い
て
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